




























現在， レチノイン酸 (all-transrctinoic acid; ATRA)による分化誘導療法は，急性前骨髄球性白血
病に対する有効な治療手段となっており，経は投与により極めて高い寛解率が得られている。 しカか為しし' 
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く認められた。ホルボールエステ Jレ(phorbolmyristate acctatc)または走化性閃子 CN-form)・1-





を示した。すなわち. 1 % DMSOではスーパーオキシド産生能の昂進は認められず. wild type HL-60 
における分化誘導の至適濃度である1.25%DMSOを用いると.わずかにスーパーオキシド産生能の昂進
が認められた。しかし 1μM ATRAと1% DMSOを併用すると，スーパーオキシド産生能は著しく
昂進した。また， 1μM ATRAと様々な濃度のDMSOを併用すると. DMSOの濃度依存性にHL-60'の
分化が誘導され. 1 % DM80と様々な濃度のi¥TRAを併用すると. ATHAの濃度依存性に1-11.-60'の分
化が誘導された。これらの結果は.ATH.AとDMSOを併用することにより. wild type HL-60ばかりで
なくATRA耐性亜株 (HL-60')の分化誘導も相乗的に促進されることを示している。
本論文は，急性前骨髄球性白血病に対する分化誘導の機序並びにATRA耐性化の機序とその克服手段
を解明する上で貢献するところが大きいと考えられる。よって，著者は博士(医学)の学位を授与される
に値するものと判定された。
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